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世界の光産業 

情報記録・撮像・映像機器用の光学デバイス市場を調査 
 

― 携帯電話向けカメラ用光学デバイス市場は２０１０年に１兆円超 ― 

 

マーケティング＆コンサルテーションの株式会社富士キメラ総研（東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 田中 一志 

03-3664-5841）は、光ディスクドライブ、携帯電話向けカメラ、デジタルカメラ、ＯＡ機器、プロジェクタ用の光学

デバイスと、光学材料・装置市場を調査した。その結果を報告書「２００８ イメージデバイス関連市場総調査」に

まとめた。 

この報告書では光ディスクドライブ用７品目、携帯電話向けカメラ用４品目、デジタルカメラ用５品目、車載カメ

ラ用３品目、監視カメラ用２品目、ＯＡ機器用８品目、プロジェクタ・リアプロＴＶ用９品目の合計７分野３８品目

の光学デバイスと、光学材料・装置８品目の市場分析を行った。 

 

デジタル化は加速度的に進んでおり、光学系の技術的進歩も著しい。各種光学機器に共通して求められている技術

は、高精細・高画質化、データの大容量化・小型化等となっている。こうした高性能化が求められる一方で、特にＢ

ＲＩＣｓ地域においてデジタル機器の市場が活発化していることから低コスト化要求も強まっている。これを受けて、

搭載される様々な光学デバイスにも変化が起きている。精密成形技術・プロセス技術の進展等によって、各デバイス

メーカーは生産の効率化、デバイス機能の複合化などを進めている。また、材料面では光学レンズがガラスからプラ

スチック、プラスチックからガラスへ移行するなどの変化が見られる。 

 

＜調査結果の概要＞ 

１．製品分野別光学デバイスの世界市場 

製品分野 ２００８年見込 前年比 ２０１２年予測 ０８年比 

携帯電話向けカメラ用 ９,８１３億円 １０２.９％ １兆  ９９２億円 １１２.０％ 

デジタルカメラ用 ８,５２４億円 １０５.３％ ９,１７０億円 １０７.６％ 

光ディスクドライブ用 ８,２５６億円 １０１.３％ ７,８９０億円 ９５.６％ 

ＯＡ機器用 ２,２４９億円 １０６.０％ ２,５８８億円 １１５.１％ 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀ･ﾘｱﾌﾟﾛ TV用 １,２２３億円 ８９.４％ １,３４０億円 １０９.６％ 

車載カメラ用 ２７１億円 １１４.８％ １,０１５億円 ３７４.５％ 

監視カメラ用 ５１０億円 １０３.４％ ５６２億円 １１０.２％ 

携帯電話向けカメラ用光学デバイス市場は、カメラモジュールやイメージセンサ、光学レンズなど４品目を対象と

しており、０７年は前年比２２.８％増の９,５３２億円となった。世界的なカメラ付携帯電話の普及に伴ってそれぞ

れの品目の実績が伸び、市場が拡大した。しかし０８年は、強い低コスト化要求の影響で市場の伸びにブレーキが掛

かると見られる。０９年以降は、数量ベースの市場拡大に伴い、更なる低価格要求を受け、市場は微増に留まると見

られる。 

デジタルカメラ用光学デバイス市場は、イメージセンサや光学レンズ、ＩＲカットフィルタなど５品目を対象とし

ており、０７年は前年比２１.２％増の８,０９２億円となった。コンパクトデジタルスチルカメラとデジタル一眼レ

フカメラの好調が拡大要因である。特に交換レンズの実績増は市場拡大に大きく貢献している。デジタル一眼レフカ

メラは０８年も好調を維持するが、コンパクトデジタルスチルカメラは先進国での普及が一巡しており、今後はコス

ト要求の強いＢＲＩＣｓ地域の需要が高まるため、光学デバイスについてもレンズやフィルタ類に関しては価格下落

に歯止めをかけづらい状況となっている。これにより市場は微増が予測される。 

光ディスクドライブ用光学デバイス市場は、光ピックアップや半導体レーザ、受光素子、対物レンズなど７品目を

対象としており、０７年は前年比５.５％増の８,１５４億円となった。Blu-ray（ＢＤ）用若しくはＤＶＤ記録型用

光ピックアップへの採用が高い４００ｎｍ帯近傍半導体レーザや２波長レーザ、波長板、プリズム、コリメータレン
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ズなどの品目が顕著に伸びた。０８年以降はＢＤの本格普及がはじまりＢＤ用光学デバイスの市場が急激に拡大する

一方、ＤＶＤ／ＣＤの市場が縮小するため、相殺する形で市場は横ばいが予測される。 

ＯＡ機器用光学デバイス市場は、プリントヘッドや半導体レーザ、イメージセンサ、光学レンズなどの８品目を対

象としており、０７年は前年比６.６％増の２,１２２億円となった。ページプリンタやインクジェットマルチファン

クションプリンタ、複合機／複写機の市場が拡大しており、これら向けの光学デバイスの市場が伸びている。プリン

トヘッドはＬＤ（レーザダイオード）タイプとＬＥＤタイプがあり、大半がＬＤタイプである。イメージセンサはＣ

ＣＤリニアセンサと密着イメージセンサがあり、以前はＣＣＤ（Charge Coupled Device Image Sensor）リニアセン

サが多く使用されていたが、機器の小型化と低コストに有利な密着イメージセンサの採用が急拡大している。０８年

以降もプリンタ市場は拡大していくと見られ、光学デバイス市場も長期的に拡大すると予想される。 

プロジェクタ・リアプロＴＶ用光学デバイス市場は、投射レンズやリフレクタ、偏光素子、プロジェクタ用光源な

ど７品目を対象としており、０７年は前年比１５.７％減の１,３６８億円となった。リアプロＴＶ市場の落ち込みが

光学デバイス市場に影響している。０８年も引き続きマイナス成長が見込まれるが、０９年以降はリアプロ市場の落

ち込みも底を打ち、光学デバイス市場は回復すると予測される。 

車載カメラ用光学デバイス市場は、カメラモジュールやイメージセンサ、光学レンズを対象としており、０７年は

前年比１２.９％増の２３６億円となった。車載カメラの用途拡大によってメガピクセル級が投入され、光学レンズ

も広角カメラ用魚眼レンズの採用が増加した。０８年以降は光学レンズで画像認識用レンズの需要が見込まれるなど、

各デバイスとも付加価値の高い製品への需要が増加すると見られ、市場は好調な推移が予測される。 

監視カメラ用光学デバイス市場は、イメージセンサと光学レンズを対象としており、０７年は前年比６.０％増の

４９３億円となった。監視カメラはテロ対策などから市場が拡大している。需要地は欧州と北米で世界市場の６割を

占めている。イメージセンサはメガピクセル級の画素帯の採用も始まっている。今後更なるセキュリティ意識の高ま

りから光学レンズは単価が高くハイエンドなズームレンズの採用が増えると推測される。 

 

２．光学材料・装置の世界市場 

２００８年見込 前年比 ２０１２年予測 ０８年比 

１,２９０億円 １０５.０％ １,４９５億円 １１５.９％ 

 光学材料・装置市場は、レンズ用の樹脂材料やプリフォーム、研磨剤などと、紫外線スポット硬化装置やプリント

配線板露光装置など７品目を対象としており、０７年は前年比７.４％増の１,２２８億円となった。この市場を牽引

している品目の一つであるレンズ用樹脂材料は、携帯電話向けカメラ用レンズや光ピックアップレンズ、ｆθレンズ

※が主用途であるが、特に携帯電話向けカメラ用レンズの市場が拡大することから、今後も伸びると予測される。 

※レーザダイオードプリントヘッドに搭載されるレンズ 

 

＜注目光学デバイスの世界市場＞ 

１．４００ｎｍ帯近傍 光ピックアップ用（光ディスクドライブ用）半導体レーザ 

２００８年見込 前年比 ２０１２年予測 ０８年比 

１５４億円 １５８.８％ ４２３億円 ２７４.７％ 

 光ピックアップ用半導体レーザは、ＣＤ系の７８０ｎｍ帯、ＤＶＤ系の６５０ｎｍ帯近傍、Blu-ray Disc 系の４

００ｎｍ帯近傍、７８０ｎｍ帯と６５０ｎｍ帯の２波長を１チップ化したものがある。ここでは４００ｎｍ帯近傍の

半導体レーザを取り上げる。 

 ４００ｎｍ帯近傍の市場は、０７年から本格化している。ＢＤプレーヤやＢＤ－ＲＯＭ、ゲーム機向けの低出力タ

イプと、ＢＤ記録型／レコーダ向けの高出力タイプに分けられる。市場は低出力タイプが先行しており、その主用途

はゲーム機向けとなっている。０８年はまだ低出力タイプが中心であるが、０９年以降高出力タイプの伸びが本格化

すると予想される。 

 

２．車載カメラ用イメージセンサ 

２００８年見込 前年比 ２０１２年予測 ０８年比 

５９億円 １２２.９％ ２１６億円 ３６６.１％ 

 車載カメラは、ＣＣＤイメージセンサやＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサ

が搭載される。ＣＣＤイメージセンサは、色再現性が高く、高感度でノイズが少ないという特徴がある。そのため、

視覚確保用や高感度が求められるアプリケーションで採用される傾向にある。一方、ＣＭＯＳイメージセンサは、低

コスト、ワイドダイナミックレンジ、低消費電力などが特徴であり、画像認識用カメラに搭載される傾向にある。現
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在の車載カメラは視覚確保用が圧倒的に多いため、ＣＣＤイメージセンサの需要が高くなっているが、将来的には画

像認識用途の増加が予想されるため、ＣＭＯＳイメージセンサの需要増が見込まれる。 

 市場は国内中心である。国産車は高級車からの搭載となったが、バックモニタで普及車への搭載も進み始めている。

画像認識用のカメラに対するニーズも増えており、２０１１年頃より本格的に市場が拡大していくと見られる。 

 

３．一眼レフカメラ用交換レンズ 

２００８年見込 前年比 ２０１２年予測 ０８年比 

３,２３１億円 １１４.７％ ３,９５０億円 １２２.３％ 

 デジタル一眼レフカメラの好調は続いており、交換レンズの市場も順調に拡大している。レンズの需要増に、一部

生産が追いついていない状況もあり、工場などを増築し、増産体制に入っているメーカーもある。販売先はこれまで

欧州や北米といった地域が多かったが、今後は中国やインドなどのアジアと、中東といった地域が期待される。 

以上 

＜調査対象＞ 

製品分野 関連機器 光学デバイス 

光ディスクドライブ ノートＰＣ、デスクトップ

ＰＣ、ＤＶＤプレーヤ／レ

コーダ、ゲーム機 

光ピックアップ、半導体レーザ、受光素子、光学レンズ、光学

用薄膜部品、回折格子、波長板 

携帯電話向けカメラ 携帯電話 カメラモジュール、イメージセンサ、光学レンズ、ＩＲカット

フィルタ 

デジタルカメラ コンパクトＤＳＣ、デジタ

ル一眼レフカメラ、ビデオ

カメラ 

イメージセンサ、光学レンズ、交換レンズ、ローパスフィルタ、

ＩＲカットフィルタ 

車載カメラ 自動車 車載カメラモジュール、イメージセンサ、光学レンズ 

監視カメラ 監視カメラ イメージセンサ、光学レンズ 

ＯＡ機器 ページプリンタ、ファクシ

ミリ、インクジェットＭＦ

Ｐ・複写機／複合機 

ＬＤプリントヘッド、ＬＥＤプリントヘッド、半導体レーザ、

ＣＣＤリニアイメージセンサ、密着イメージセンサ、ｆθレン

ズ、コリメータレンズ、スキャナレンズ 

プロジェクタ･リアプ

ロＴＶ 

プロジェクタ、リアプロＴ

Ｖ、超小型プロジェクタ 

投射レンズ、インテグレータレンズ、リフレクタ、非球面ミラ

ー、ＵＶ／ＩＲカットフィルタ、偏光素子、プロジェクタ用光

源、超小型プロジェクタ用光源、波長変換デバイス 

マテリアル・装置 レンズ用樹脂材料、レンズ用耐熱樹脂材料、ガラスレンズ用プリフォーム、レンズ用コーテ

ィング材料、レンズ用研磨剤、レンズ用接着剤、紫外線スポット硬化装置、プリント配線板

用露光装置 

 

＜調査方法＞ 

富士キメラ総研専門調査員によるヒアリング調査及び関連情報の収集・分析、社内データベースを併用 

 

＜調査期間＞ 

２００８年７月～１０月 

資料タイトル ：「２００８ イメージデバイス関連市場総調査」 

体   裁  ：Ａ４判   ３５８頁 

価   格  ：９５,０００円 （税込み９９,７５０円） 
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